
ジ ェイ ム ズ ・ジ ヨイ ス の 「ポ ウ ム ズ ・覧

ペ ニ イ ー チ 」 に つ い て

本 田 和 也

1

'JamesJoyceの 作 品の展 開ば多様 であ
った。作 品の一つ一つが 実験 であ

った・ 『ダブ リソの人 々』(Dubliners,1914)・ は 文体をFlaubertに 学 んだ

といわれ るよ うに,簡 潔で,生 硬な文体 を もって描かれ て,Realismを そ

の作品の基 調 としそい る。r若 き 日ゐ芸術家 の肖像j(A .Portraitofthe

ArtistasaYoungMan,1916)(以 下,『 芸術家 の肖像』 と略す)濠

RealismとLyricismと の混成 か ら成立 している。 その作品ぽTheodore

Spencerの 編 集 と校註に よる『スティブ ソ・ヒーロー』(StephenHero
,1944)

の風 刺的 な筆致を とどめ ているRealismに 比 すれば,よ り抒情的である
。

HarryLevinはr芸 術 家の 肖像』が教養小説 の一系列に属する と見做 し
,

教 養小説 的形式の可能性を,そ れに見 ようとしている。1)『芸 術 家の 肖像』

において,Joyceは 教 養小説の文学概念を拡大 した。 そ こにはLyricism

が 重 視 された傾 向があ るが,そ れは主 入公Stephen"Dedalusを 心 理学的

に追求す るために必要 とした文学の方法だ った。rユ リシーズ』(Ulysses
,

1921)は 世 紀末文学 のSymbolismの 余 光 とRealism丈 学 を混成 し
,

Odysseyの 古 典的枠組 の中に解体 した人 間像 を置 いて,新 たに秩序 を形

成 した。

Joyceの 作 品は多様性を もち,夫 々め作 晶が 実験 的であ ったわけだが,

Joyceの 詩 は以上 述べ た作品の影 に ともすれば な りがちだ。彼 の詩 は他 の

1) Harry Levin, James Joyce , pp 41-42. A New Directions Paperbook, 
  Norfolk, 1960.

一97一



作品を見ると,ぬ かにスケールが小さいかがわかるが,詩 が何らかの形で,

他 の作品に繋がっている。詩がどのようにして他の作品に係わるかを考察

するのがこの小論の意図するところである。

II

Joyceは1902年 か ら1903年 に かけて短かい期間ではあ ったが・Paris

に滞 在 していた。 このParis滞 在 中,い わば彼 の無名 の貧 困時代 に彼 の

審美理論 に関す るノー トを書いた。 これは審美理論についての彼 の試論 で

あ った。 この試論は のちに彼の 自叙伝 的小説 『芸 術家の 肖像 』 の中で,

StephenDedalusが 友 人に語 った審美理論の中核 とな っている・重 要 と

思われ るParis時 代 の試論は二つあ る。その一つは悲劇 と喜劇 とを論 述

した ものであ り,他 の一 つは文学形式論 に関す る試論であ った。Aristotle

の古 典 にJoyceが 親 しんでいた と窺われ る試論は悲劇 と喜劇に関する も

のであ る。Joyceの 論 旨がAristotleの 定 義 した悲劇 と喜劇の性 格に一致

しているか どうかは疑わ しいが,そ れ らを論 述す るにあた って,Joyceは

Aristotleを 充 分 に学 んでいた ことが理 解 されるのである。 この試論を読

んでわ かる ことはJoyceがAristotleの 形 而上学 を 自己 の芸術的生活 の

もつ経験 内容 に適応 した ことであ る。Aristotleの,荘 重 で英雄 的スケ ー

ルで普通 の人間 より徳性 の高い人間を扱 うとい う悲劇の定義 と普通 の人間

よ り悪 しき人間を扱 うとい う喜劇 の定 義が,Joyceの 論 旨に沿 っている と

は思われ ない。Joyceの 論 理にAristotleの 論 理 の方法が介在 してい る

が,悲 劇 と喜劇の定義をその ままAristotleに 負 うてい ることは ない ので

ある。Joyceは それ に よって彼の審美理論を明 らかに しようとした。

「欲望 とは我々を何かに向かせ ようとす感情であ り,嫌 悪 とは我々を何

・ ・



ジ ェ イ ム ズ ・ジ ョYス の ウ゚ ムズ ・ベ ニ イ ー チ」 につ い て

かからそらせる感情である。喜劇であれ,悲 劇であれ,我 々内部の感情

を刺激 しようとす芸術は下品である。後で喜劇のことを述べるとしよう。

悲劇は我々内部にある憐憫 と怖れの感情を刺激せんとするものである。

さて怖れは荘重な人間運命の前で我々を引ぎとあ,そ れが秘かな因にな

り,そ れによって我 々を結び合わせる感情である。憐憫 とは荘重な人間

運命の前で我hを 引きとめる感情であ り,そ れは我々を苦悩する人間に

結びつける。さて嫌悪 とは何かとい うと,そ れは下品な芸術の場合,悲

劇のように感情を刺激せんとするが,後 で明らかになるように,悲 劇的

芸術,す なわち怖れと憐憫との場合にふさわ しい感情 とは違 うのである。

とい う訳は,嫌 悪は我々を何かか ら引き離すのだから,嫌 悪は我々を落

着かせようとしない。 しか し怖れ と憐憫は,い わば魔力によって我hを

落着かせる。(中 略)さ て喜劇について。下品な芸術は,喜 劇のように

欲望の感情を刺激せんとするが,喜 劇にふさわしい感情とは喜びの感情

だ。先述 したように,欲 望は我々を何かに向かせる感情であるが,喜 び

とは,我 々がある善なるものを所有して,高 まる感情である。喜劇のよ

うに下晶な芸術が刺激しようとする感情,欲 望は,明 らかになることだ

がプ喜び とは違っている2)。

Joyceは 悲劇 と喜劇 とを論 じて,全 芸術が静 的であ る結論へ と赴 くが,

そ の際 「喜劇にふ さわ しい感 情は喜びの感情である」 とJoyceは 云 った。

それ はJoyceの 作 品が アイ ロニーに赴 くことを裏書き した表現 であ った

のではないか と思われ る。Joyceの 作 品にユーモラスな気分が時 として窺

われ ることが ある。 自己 の情緒に密着 している と思われ るrポ ウムズ』

(PomesPenyeach,1927)詩 集 な どの場合,特 に 「針船 を見 て,サ ンサ パ

2) Herbert Gorman, James Joyce, pp. 96-97. John Lane The Bodley Head, 
   London, 1949.
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にて」("WatchingTheNeedleboatsAtSanSabba"),「 粉 砕 され て」

(``TuttoESciolto")の 両 抒情詩の優 しさと諧謔性 との入 り混 った詩の性

格 の中に,喜 劇的感情を認め るこ とが 出来 るよ うであ るが,Joyceは 既 に

初期試論 の中で,彼 が後にた どる ことになった作品 自体 の性格 の一端を示

していた。悲劇 と喜劇に関す る試論 のほかに,同 時期にJoyceはr芸 術

家の 肖像 』のStephenDedalusが 立 てた文学形式の三つの範疇,(1)抒

情 詩 的形式,(2)叙 事 詩 的形式,(3)劇 的形式,の 範畴 を初期試論 で次 の

よ うに示 した。

「...,..芸術の三つの状態がある。抒情詩 と叙事詩 と劇である。芸術家が

自己 との直接的関係においてイメヂを放出する場合,そ の芸術は抒情詩

的になる。芸術家が自己 と他 との間接的関係においてイメヂを放出する

場合,そ の芸術は叙事詩的となる。芸術家が他 との直接的関係において

イ メヂを放出する場合,そ の芸術は劇的となる。」

この試論に立つてStephenDedalusは 言っている。

「._..芸術家の個性は力強い海のように諸入物と行動の周囲を巡って,

物語 自体となって行 く。この過程は第一・人称で始まり,第 三人称で終る

TurpinHeroと い う古いイギ リスの物語歌に容易に見出されるだろ う。

劇的形式は各人のまわ りを渦巻いて流れた力が男女が真正な,曖 昧な審

美的生命を装 うようなそんな力強い力で各人を充たす ときに到達される。

芸術家の個性は始めは叫びであ り,抑 揚,あ るいは気分,そ れから流動

体酌な,軽 妙な物語になるが,つ いに,そ れ 自体を錬 り出して,消}て

行き,い わばそれを非個性化する。劇的形式の審美的イメジは人間の想

像力の中で,純 化 され,そ こから再投射 された生命である3)

3) James Joyce, A Portrait  of,the Artist as a Young Man,  p. 244. Jonathan 
   Cape, London, 1952.
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ジェイムズ ・ジョイスの 「ポウムズ ・ベニイーチ」について

初期 試論 とStephenDedalusの 審 美理論 との間に小説 酌溝 成が介 在 し

ているか いないかに よって,前 者が試論に とどまって,後 者が完璧 な審美

理論 に展 開 した と云 い得 るであろ う。StephenDedalusの 審 美理 論が全

体 の小説 的構成 の一部分であ るこ とを知る必要が生 じて来 た。 この審美理

論はStephenDedalusの 小 説上 の経験 に密着 した理 論であ ったのだ か ら,

そ の審美理論をJoyceの 作 品分析 に適応す る場合 に,明 示すべ き ことは

『芸術家の 肖像』の小説 的構成 とStephenDedalusそ の人 であ る。では

どの ように して審美理論が 出来た かをr芸 術家 の肖像 』 の内容を説 明す る

ことによって考 えて見たい。

『芸術 家の 肖像』 はJoyceの 自叙伝 的小説 である。Joyceは この小説 を

Egoist誌 上 に,1914年 か ら1915年 にかけ,前 後24回 に わ た って発表 し

た。r芸 術家 の肖像 』は5章 か ら成立 している。第1章 ではカ トリックの

環 境に恵 まれたClongowesWoodCollegeセ こおけ るStephenの 幼 年

時代 が描 かれている。Stephenは 神 経質で,ひ 弱い感 じの少年 であ った。

Gorman,EllmannのJoyceの 伝 記に拠 る と,JoyceがClongowesWood

Collegeで 送 った生活は楽 しか った。伝記の描 くところには,小 説の孤独

癖 のStephenの 印象はJoyceに は 見当 らない。JoyceはStephen的 な

少年ではな く,『 ダ ブ リソの人 々』の描いた,む しろ冒険 好きで,い たず

らっ冫まい少年に近か ったであろ う。 この ことか ら判断 する と,第1章 の

Stephenの 性格 は,自 由な連想作用 に よる意識 の流れ の実験的 であ った文

学形式が必然 的に要 求 した性格であ った のではある まいか と思われる。第

2章 はBlackrockか らDublinに 移 り住 んだ頃のStephenを 描 き,

Stephenに 生れ た現 実受容 の態度 と現実化 された 性 的成就 が 描かれ てい

る 。実生活 の面でJoyceは1891年6月 に,家 庭の経済上 の理 由か ら,

ClongowesWoodCollegeを 退 学 してい る。Joyce一 家 は1892年 の始

め,Blackrockに 移 り,1893年 の 始めに,Dublinに 移 って,Fitzgibbon
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街14番 地 に移転 した。ClongowesWoodCollegeの 生 活に別れを告げ

たJoyceは 一 時はNorthRichmond街 に あ ったChristianBrothers校

に通学 したが,神 父JohnConmeeの 計 らいで,Belvedere校 に1893年

4月6日 入学 した4)。 したが って,こ の第2章 は比較 的詳かにJoyceの 実生

活 を反映 させ る章 である と思われ る。 「生活 の広大 さと異様 さ」 を示 し,

そ のDublinに 対 して,Stephenが 新 たに複雑 な感動 を覚 え始 めた ときに ・

第1章 では叙述 され ていない主 人公Stephenの 性 格が現われ 始める・現

実に対す る反撥では な く,現 実世界 のむ さ苦 しさを認識す る 心 的態 度が

Stephenの 一 性格に なって現 われた のであ る。 その認識 は現 実受 容に通 ず

る。Stephenはpositivelyに 現 実を受容す る ようになった・ そ こに至 っ

て,rダ ブ リソの人 々』 の 「姉 妹」(Sisters"),「 遭 遇者」(``Encounter")5

「ア ラ ビー」(``Araby")の 少年達 との共軛 点が浮 び上が って くる。 そ の

少年達 の場合,現 実は彼等 と異 った世界 では なか った。 少年達はあ る意味

では現 実を端緒 か ら受容 していた。彼等 はStephenの よ うに彼等を とり

ま く現 実に反撥 したわけ では な く,彼 等 は現 実に魅せ られ ていた。Joyce

は彼 等 の一 時期 の現 実を描 くことに よって,短 篇小説か ら時間 の持続性を

排 除 してい ったのである。Stephenは 彼 の現 実受容 とい う点に おいて・

rダ ブ リソの人 々』の少年達 の現 実の:=期 と混 り合 った のであ る。第3

章 はDanteの 地 獄篇に比べ られ る迷 宮の部分 であ り,Stephenは 己 の傲

慢 をLuciferの 失 堕の比喩を もって語 り,彼 の漬神 と内省 を描 いた。第

4章 に至 る と,牧 師にな ろ うと していた決心が揺 らぎ,自 己 をあるが まま

に表現 しよ うとす る芸術家に志 ざすStephenの 野 心が叙 述 され る。 そ う

して海 辺の少女の中に美 の顕現 を知 ったStephenの 歓 喜がそれに続いて

描かれてい る。終章 は審美理論が散策 の合間に対話形式で語 られ,Dublin.

4) Richard Ellmann, James Joyce, p. 27. Oxford University Press. New 
  York, 1959.
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ジェイムズ・ジョイスの 「ポウムズ・ベニイーチ」についで

か らの脱出を示すStephenの 日記で終っている。

以上がこの作晶の概略である。先にぼくはStephenの 審美理論が彼の

小説上の経験に密着した 理論 であった とい うことを述べた。 ではそれが

Stephenの 小説上の経験にどのように密着 していたかについて,考 えて行

くことに しよう。ぼ くがこの作品で重視したいのはKristianSmidtの 指

摘するように,こ の作品が芸術と宗教 と性 との混成物であるとい うことで

ある5)。更にStephenの 審美理論について,考xら れるべきことは,作 晶

上に物語 られている美の怯悦,海 辺の少女の中に静的な美の顕現を瞬間に

知ったStephenの 歓喜 にせよ,そ れにつづ く審美理論 の成立 にせよ,

Stephenが 性を現実的に成就したあ とに続いている点である。 このことは

「アラビー」の少年の場合には考えられない事柄であった。 「暗藺をみつ

めていると,ぼ くは虚栄心にかられて,嘲 笑された生きもののように見え

た。そしてぼ くの眼は苦悩 と怒 りに燃えた6)と い う暗い結末は,Stephen

には求め られないのである。 「アラビr」 の少年は性 とい う事柄に対して,

Stephenの ように現実的 に成就するまでに 至っていなかったのである。

Stephenは いかに1uciferの 失堕を比愉として自己の濱神を語ったにせよ,

性的成就に よって 「ひ弱さと臆病と未経験」7)と を捨て去 ったのちのこと

であった。そこにJoyceが 根底において夢想家ではな く,現 実主義的傾向

の作家であ ったひ とつの態度が認められるのである。 「アラピー」の少年

の暗さが性的未経験 とその挫折 から発現 していると思われるのに対 して

r芸術家の肖像』の明るさは現実的になった性酌成就から発現 していると

ぼ くには思われるのである。

5) Kristian Smidt,  James Joyce, p. 57 Oslo 1955. 
6) James Joyce, "Araby". p. 41. The Modern Library, New York. 
7) James Joyce, A Portrait of the Artist is a Young Man, p. 113. 
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III

Joyceの 芸 術家 エ ゴの具現であ るStephenの 審 美 理論 の原理が何処に

あ ったかを考 えるのは困難 で,明 確 に論述 は出来 ないであ ろ うが,r芸 術

家の 肖像』において,主 人公Stephenが 審 美理論の具体例 として見たあ

の海 辺 の少女像 の静 的な美のecstasyに 至 る過程 で,詩 がStephenに と

って どの よ うな ものであったかを考}る ことに したい と思 う。

Stephenはr芸 術 家 の肖像』 の中で,先 ず,Byronの 全 詩集の中に見

出 したE-C一 へ とい う題名をエ メラル ド色の練 習帳 に書 き込 んでい る。

(同書78P)Stephenは 次 に最大の詩人 は と訊ね られた とき,Byronだ

と答 えている。(同 書91P)StephenはShellyの 詩 の断片を好んだ若者

として も作 品に登場 している。(同 書10gP)Stephenの 初 期 の文学体験

で ロマ ソ派詩人 の役割は大 きか ったが,そ れ と同時に,作 品の第二章が比

較 的明 らかに叙述 してい るよ うに,Stephenの 詩 的衝 動性(そ れは美意識

のある朦朧 とした状態を意味す るよ うであ るが)は 性 的衝 動に係 わってい

るのである。Stephenは 早 くか ら詩を書い ていた よ うで,第 二 章では,ク

リスマスの晩餐 の論議 のあ った翌朝,Brayで 机 に向 っていた 自分を想起

している場面があ るが,そ んな遠 く幼 ない 日を想 いなが ら,Stephenは

Harold'sCrossで の パーティの夜,ふ と出逢 ったあ る少女に対 し抱 いた

性 酌衝 動を詩 に表現 しよ うとしてい る。その偶然 に知 り合 った少女の中に,

Stephenは 幼 ない頃のEileenの 白 くて,長 い象牙の よ うな手を思い浮べ

ていた とも思われ るが。EileenはProtestantで あ ったので,Danteは 彼

女 に余 り近づ かない よ うにと,Stephenに 注 意 していた ことが,Stephen

の 小 さい時分 にあった。だが,先 述 したパrテ ィの折 り,Stephenに とっ

て,性 は現実味 を加}xて いた。彼 の性的衝 動は詩 的表現を とるのであるが,

詩 的表現は しか し性 的衝 動が審美的 なもの と宗教的儀式 とに関与 している
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ジェイムズ ・ジョイスの 厂ポウムズ ・ベニイーチ」について

事実 は,「 ア ラビー」につい て考察 され ることである。その ことは 『芸術

家 の肖像』 のStephenに も云い得 ることである。Stephenが 秘 か に動物

的で ある と反撥 を感 じていた性的衝 動性は現実化 され るに至 るが,そ の際

で さv}//L.9Stephenは 宗 教 的儀式 を連想 している。

Stephenの 場 合,あ る程度か詩 が性 的衝 動に係わ った ものであ り,浄 化

で もあ った ようであ る。以 上 の一例か らして,Stephenは 定 かに意識 しな

い まで も,詩(あ るいは美)が 本能的な性 的衝動 に根差 してい ることを ,

漠 然 と把握 していた よ うである。 それ は先述 した審美理論 の根底に潜 んで

い るSt・ph・nの 性的衝 動を裏書 きするのではあるまいか・だが,St・ph・n

はすでに初期の試論が展開したように,芸 術作晶か ら欲望の感情刺激を排

除して,Staticな 美に向かった。Joyceの 場合,詩 はStephenが 小説的事

実によって明らかにしたように,少 くと秀性的衝動によったと云えるかも

知れない。それはまた浄化作用に類 した性質のものであったかも知れない

が,詩 が芸術作品として主張する独立 したものである以上,Joyceは 欲望

の感情刺激 とい うKineticな 要素を,芸 術的に排除している。次にr室 内

楽』の一端 と 『ポウムズ』詩集を夫々どのように成立 したかを見ることに

しよう。

KristianSmidtは 『芸術家の 肖像』につい て次 の ような評言を した
。

「我々がr芸 術家の肖伽 のSt・ph・nの 発展をたどると,音 楽的才能

があると断言された人間には当然であるが,美 の精神が朦朧 とまず音に

なって,StephenDedalusに 啓示されたのだとい うことがわかる。彼

のはじめの記憶のい くつかは歌,調 べ,奇 妙な語のリズムだった。他の

感覚的印象もまた鋭敏だった。時にはそれらは溶解して一つの共通の感
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知 力 とな った。」4)

またJoyceの 音 楽 愛好について,WaltonLitzの 評 言は次 の ようであ

る。

「彼の後年を暗 くした殆ど盲目に近い状態は,彼 の初期作晶に明白であ

る音楽的特質を強めるばか りだった。」9)

r芸 術 家の 肖像』 の聴覚酌想像 力auditoryimaginationが 急 速に発達

した状態 は 「ユ リシーズ』 の 「サイ レソ』挿話 にその例を見 出すが,Joyce,

の 初期 作品は詩 を含 めて,耳 に よる喚起 力が豊かであ る・Joyceの 詩 は

r室 内楽』(ChamberMusic,1907)で,WaltonLitzの 指摘 するJoyce

の 作 品一般に通ずる音 楽的特 質を見せた。 その音楽 的特質は 『ダブ リソの

人 々』,r芸 術 家の 肖像 』,『 ユ リシー ズ』,に 流れ ている特 質 となって

い る。初期詩集 『室 内楽』はエ リザベ ス朝の詩 人の模倣 の域 を脱 していな

い詩集であ った。Stephenの 理 論を借 りる と,そ の詩 集は感情の瞬 間で あ

る抒情詩的形式であ るが,Joyceは 宮 廷詩の模倣に よって,擬 古典 的な詩

を書 いていた。Joyceはr室 内楽』詩 集において,Shakespeareの ソネ ッ

トの模 倣を同性愛的傾 向を示 した内容の詩に見せ てい る。例えば同詩 集の

第17番,第18番 の詩 にその傾向が著 しい。Shakespeareの ソ ネッ トは貴

族 の青年に恋 し,そ の青 年が他 の人に移 り気を見せ る度に,そ れを嫉妬 し,

老 い の身を痛 く知 り,詩(芸 術)の 永遠性 をあ る信念 として信ず る内容の

ソネ ッ トが数多い。Joyceはr室 内楽』において,ソ ネ ッ トの青年像を模

8) Kristian Smidt, James Joyce, p. 35. Oslo, 1955. 
9) A. Walton Litz, The Art of James Joyce, p. 63. Oxford University 

   Press, London.
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ジェイムズ・ジョイスのrポ ウムズ ・A_イ ーチ」について

倣 した と思われる。Joyceの 詩 の背景 にShakespeareの ソ ネッ トの錯倒

した複雑 な心理が動い ている。Joyceの 初期詩に彼の ソネ ッ トの模倣があ

る ことはJoyceが もっていた文学 的感受性が,そ の ソネ ッ トを受け入れ る

までに成熟 していた ことに よるのであった。作家の習作時代におけ る文学

的模微 は作品の想像 力の乏 しさを意味 する と同時に,他 方では文学的感受

力の鋭 さを意味するのである。 『室 内楽』が:習作であ る と思われ るのは,

そ れが模 倣であ ったか らだが,r室 内 楽』の模倣は エ リザベ ス朝 の詩や同

時代人Yeatsに 及 んでい る。1902年 ㊧秋,JoyceはParisに 向か ったが ・

その途上,Londonで はYeatsの 親 しい出迎えを うけた。その時Yeats

はJoyceをArthurSymonsに 紹 介する労を とった。暫 くしてJoyceは

Parisか らYeats宛 に 詩を:書き送 って,出 版の依頼を した。 それは先に述

べたParis時 代 の ことであ る。それに対 してYeatsはJoyceの 詩 の出版 を

見合わせ る積 りで,Joyceに 書 簡を したためた。 その書簡(1902年12月

18日 付)の 中でYeatsはJoyceに 次 の ように語 っている。

「__思 想が少々浅薄だと思い'ます。それが若い人の書いた,音 栓を単

に動かすだけで,楽 しんで,楽 器を玩んでいる若い人の詩であると云い

ましたら,私 はあなたを怒 らせるで しょう。」10)

JoyceはYeatsの 『葦 間の風』(TheWindAmongTheReeds,1899)

を 読 んで,感 動 したが,そ のためにJoyceは 動 揺 していた し,Yeatsと

張 り合 うことが 出来ない と云 って確 信を失 っていた と伝 え られ る。Joyce

はYeatsに 「思想 の浅薄 さ」を指摘 され てか らほぼ十年間,詩 作か ら遠

ざか っていた ようだ。 そ の間に詩作を 全 く放棄 して いた とい うのではな

いけれ ど,あ る 程度詩作を 控 え ていた と考}ら れ る。 それはJoyceが

 10)' Richard Ellmann, James Joyce, p. 118. 
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SaturdayReviewの1913年9月20日 号 に 「針船を見て,サ ソサバにて」

を載せ るまで,続 い ていた らしい。JoyceはD.H.Lawrenceの よ うに,

イ マジ ズム詩 か ら出発 したが,そ れで も,初 期のJoyceの 詩 はYeatsの

初 期詩 の響 きを伝 えてい る と云え よう。W.Y.Tindallはr室 内楽』 の詩

にDowson,Yeatsの 伝 統を認 め11),HughKennerはJoyceとYeats

の 共 通 点を次 のよ うに考察 している。

「両詩人は同じように固有な詩的対象に魅せられている(斑 らな草,松

の林,失 われていく美しさと仮想された恋人),ま た同じように瀬い悲

哀に向か う傾向がある(し か し,Joyceの 場合,時 にそれはゆがんだ人

と諦めた人たちに向って研ぎ澄 まざれた瀬い悲哀になっているが),そ し

て非現実の特定化されていない美 しい女たちに同じように魅せられ,同

じように向か う。」12)

r室 内 楽』 の抒情詩はYeatsの 初 期詩 の卑俗 さを 汲んでい る 点があ

る。Yeatsの 「落葉」(``TheFallingOfTheLeaves"),「 柳 の園生」

(``DownByTheSalleyGardens"),「 イ ニスフ リ・一一の湖島」(``TheLake

IsleOfInnisfree")はr室 内 楽』の第28番,第30番,第35番 の詩

に夫 々影響 を とどめている。第35番 の 抒惰詩は友人Byrne宛 のJoyce

の絵 葉 書に書 き添}xら れ た一篇だ った。Joyceは そ の詩 の中で 「イニスフ

リーの湖島」の影響を顕著に示 してい る。

11) W.Y. Tindall, Factors in Modern British Literature, p. 13. Vintage 
    Books, New York, 1956. 

12) Hugh Kenner, Dublin's Joyce, p. 42. Chatto & Windus, London, 1955. 
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ジ ェ イ ム ズ ・ジ ョイ スの 「ポ ウ ムズ ・ベ ニ イ ー チ」 に つ い て

Ihearthenoiseofmanywaters

Farbelow;

Allday,allnight;.Ihearthemflowing

Toand--fro.

私 は 多 く の 水 の ざ わ め き を 聴 く

遥 か 下 方 に 。

昼 も夜 も,私 は 聴 く そ れ ら が

往 ぎ す る の を 。

この詩の作意の根底にYeatsの 「イニスフリーの湖島」の幻想が潜ん

でいるQJoyceはYeatsの 詩風を装 っている。.しか しJoyceの 第35番

の水のざお酔きはぎわめて現実的であると云える。Joyceの 詩の風景は彼

の眼前に広がっている。Joyceの 対象把握は即物的であった。Yeatsの 詩

風を装 う反面,Joyceは 即物的な対象把握の方法に,彼 の本質にある現実

主義的傾向を見嶂ている。Joyceは 第35番 の抒情詩でYeatsの 初期詩

を同化 しようと意図したが,Joyceの 詩境が現実主義に向か うとき,両 詩

人の間には埋め尽せない間隙が生ずる。その間隙がJoyceの 詩を彼独自

の世界に赴かせるのである。Yeatsの 初期詩を同化しようとするJoyceの

意図は模倣 として表現 されたのである。Joyceが 作品の文学的模倣から彼

の独 自の作品の世界への出口をその時期に探求 していた ことは事実であっ

た。Joyceはr室 内楽』の中で,Shakespeareの ソネッ トやYeatsの 詩

の表現を借 りて,自 虐的心理を詩に織 り込んだ。r室 内楽』に認め うる自

虐性は未だに模倣を脱 しきれなかった。その自虐性がJoyceの 幻想が生

んだものとして,殆 ど無意識的にと思われる程,何 のためらいもなしに,

自由な連想作用によって,再 現 されている後期詩集rポ ウムズ』は模倣を

完全に脱 した独特の詩的表現を見出したのである。ある意味では 『ポウム
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ズ』 は 『ユ リシーズ』のブル ーム氏的世 界 とな った。

先 ずrポ ウムズ』詩 集について見る と,そ の詩 集は1927年 に 出版 され

た。全 部で13篇 の 抒情詩 か ら成る小冊であ った。Joyceは それ らの詩 の

夫 々に,作 詩 年代 をつけてい るが,詩 集 の うち,「 テ ィリー」(``Tilly")

の 作詩 年代が1904年 で,Dublinで 書 かれ ている と記 され ている外 は,

1912年 か ら1924年 に かかって,各 詩は創作 され ている。1917年3月 に,

ChicagoのPoetryに 発 表 され た詩は,「 わが娘 に与}xら れ た花」(``A

FIowerGivenToMyDaughter"),「 粉 砕 されて」(``TuttoESciolto"),

厂薬 草 」(``Simples"),「 海 潮」(``Flood"),「 夜 の歌」(``Nightpiece")の

5篇 だ った。

Dublinを あ とに して,Europeに 赴 いたJoyceは,Trieste,Parisと

hと 住 居を移 し変}て,専 ら芸術活動 に精魂 を傾けていた ことが,各 詩

に記 した,作 詩 年代 と場所か ら理解 され る。Joyce自 身 が記 した作詩 年代

には,問 題 がある ようで,Slocumは,作 詩 年代はinspirationの 起 った

時の ものである と考 え,詩 がJoyceの 生活 に起 った情緒 的に有意義 な事

件 に関 して,重 要 な鍵 となる と見 てい る13)。 詩 は 間歇泉 のよ うに,Joyce

の情 緒 か ら生 じていたのだった。

彼がTriesteに 過 した1913年 頃,生 活 は困難 であったが,彼 は当地 の

高 等商 業学 校に語学 教師の地位 を得 て,や や生活 は安定を見せた。 語学

教 師の傍,彼 の芸術活動は著 し く,『 ユ リシーズ』 を本格的 に用意 し始

めていた。 この間に,Joyceは お そら く重要 な未発表 ノー ト 「ジ ャコモ ・

ジ ョイ ス ・ノー ト」(``GiacomoJoyceNotebook',)を 書 いた。Richard

Ellmannの 労 作であるJoyceの 伝 記は,こ の未発表 ノー トを 収録 してい

る。14)語 学 教師であ ったJoyceの 周 囲には,幾 人かの生徒が集 っていた

13)JohnJ.SlocumandHerbertCahoon,ABibliographyofJamesJoyce,

1882-1942.p.143.London,1953.

14)RichardEllmann,James.Joyce,p:353.
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ジェイムズ・ジョイスの 「ポウムズ ・ベニイーチ」について

が,そ の うちで,Joyceは 特 にユダヤ系の実業家 の娘AmaliaPoPPerに 非

常 な関心を寄せ,恋 愛 を想像 していた と云われている。RichardEllmann

の実 証的研究 は,Slocumの 云 う,詩 がJoyceの 生 活に起 った情緒的に

有 意義 な事 件の鍵 とな るとの言葉 を裏づ けている。 その ノー トの中の ある

一 節は
,「 わ が娘 に 与 え られた 花」 の詩的衝動 に なった と思 わ れ る。

Joyceの 娘Luciaに 花 を与xた のは,AmaliaPopperな る女性であ った。

AmaliaPoPPerがMollyBloomの モデルの一人に なった とEllmann

は考 えている。詩 はAmaliaPopperと の邂 逅が直接 的衝動 となって,

Luciaに 対 す るJoyceの 愛 が悲 しく述べ られ てい る。

『ポ ウム ズ』 詩 集 とBloomと の関係について の考察 には,Richard

Ellmannの 研 究が あった ことを記 し,そ の詩集が どの意味でBloomの 世

界 と係わ るか を考 えて見たい。

Bloomの 世 界 を 「サイ レソ」挿話に限 る ことは 出来 ないが,こ の挿話

のBloomは 自虐 的心理を 著 し く表現 している と思われ るか らで もあ っ

た。Bloomは い よい よ恋敵Boylanの た めに,愛 の危機に直面す る。

BoylanはBloom夫 人 と 「愛 のなつか しい優 しき歌」 の リハ ーサル のた

め,そ の 日(rユ リシ,一ズ』の一 日を さす)の 午後 四時 に出逢 うことに な

っている。BloomがHote10rmondに 到 着 した とき,彼 とすれ違い ざま

にBoylanが 出 て行 く恰好 とな った。BoylanはBloom夫 人 との出逢い

に 急いでい た。 ホテルに いるBloomは 「い ますべ ては失われ た」 とい う

歌 に耳 を傾 けつつ,や がて来 るであろ うBoylanと 彼 の妻 との出逢い を想

像 し,愛 の危機 を秘 かに怖 れるのである。Bloomの 抱 く嫉妬 は濃厚で,

自虐 的で あ った。Joyceの 気 質が既 に占めていた嫉妬心や 自虐性が,漸 次

Bloomの 性 格に移 ってい った と思われ る程,BloomはJoyceの 肉 体の一

部 となった。 その点,『 ポ ウムズ』詩集が まさにJoyceの 肉体であ るの

と同様で ある。BloomはJoyceの マ チ ュリテ ィに比例 して,作 品に溶解
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していったと考}る ことが出来るであろ う。Bloomの 嫉妬とか自虐的な

心理葛藤は初期の抒情詩と無関係に生じたのではなかった。初期の抒情詩

が未だに充分なる独創性をもって表現出来なかった心理葛藤を,想 像力の

赴 くままに 『ポウムズ』 詩集やBloomが 表現 したと見るべきである。

rポ ウムズ』の一篇 「海潮」(Flood)が 植物`岩 蔓'を 肉体化 し,肉 体が

ファロスであ り,フ ァロスが植物的イメジに代 って,内 的世界の怖れを表

現するに至 った過程は,Bloomの 世界の投影を暗示するに充分である。

Uplift and sway,  0 Golden Vine, 

Your clustered fruits to love's full flood, 

Lambent and vast and ruthless as is thine 

 Incertitude  ! 

                                    (Flood, 3 stanza)

上げよ,揺 れよ,お 金色の蔓 よ,

お前の房となった果実を 愛の充ち充ちた氾濫へと,

お前の不確かさのように,淡 く光 り,大 きく,

優 しさのない氾濫へ と!

(海潮 第三連)

「海潮 」はか くして複雑に もつれた,苦 々しい 自虐 に等 しい愛の心理 を

植物`岩 蔓'の 金色 の房に似せ て表現 した。 °..-rウム ズ』 において,Joyce

が 執 拗 に反復 した主題は受動的で,快 楽 に まで至 る 自虐 的な愛 の心理葛藤

で あった6

そ の心理 を 「彼女は ラフーソに涙 する」("SheWeepsOverRahoon")

や,「 フ ォソタナの岸辺にて」(``OnTheBeachAtFontana")の 成 熟 し

た女性が覚え る愛の疼 きに見出す ので ある。 「フォソタナの岸 辺にて」 に
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おいて,第 三連 の詩 旬の結 びで,Joyceは

And in my heart how deep unending 

Ache of  love  !

私の心の中は いかに深い 終 りなき

愛のいたみ!

と女性に云わしめた。その女性の愛は若者か らうける愛であるに違いな

いのである。そ うした愛がある種の肉体的な虚無感 となったのが先に引用

した 「海潮」を始め,ノ ー トルダム寺院を背景にしたと云われている 「夜

の歌」 や 「真夜中の鏡の中の役者の思い出」(``AMemoryOfThe

PlayersInAMirrorAtMidnight")の 抒情詩である。 「真夜中の鏡の

中の役者の思い出」 では幻想は奇怪であるが,そ こにはBloomの 孤独な

世界が現われている。それは果てしない肉体のかなしみとなっている。

They month love's language. Gnash 

The thirteen teeth 

Your lean jaws grin with. Lash 

Your itch and quailing, nude greed of the flesh. 

Love's breath in you is stale, worded or sung, 

As sour as cat's breath, 

Harsh of tongue. 

This grey that stares 

Lies not, stark skin and bone, 

Leave greasy lips their kissing. None 
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Will choose her what you see to mouth upon. 

Dire hunger holds his hour. 

Pluck forth your heart, saltblood, a fruit of tears. 

Pluck and  devour  ! 

                        (A Memory Of The Players)

彼等は愛の言葉をおおげさに云 う。噛め

一三枚の歯を。

お前の痩せた口がむき出しにする歯を。罵れ,

お前の切望 と怖れを,肉 体の赤裸々な貪慾を。

言葉で,歌 で表わされていようと,お 前の

中の愛の私語は陳腐で,

猫の呼吸のように酸味があって,

舌がざらざらだ。

このさか立っている灰色の毛は

ねない,硬 くなった皮層と骨なのだ,

油ぎった口唇に彼等の接吻を留めよ。お前が

キスするようになる彼女を誰も選ぶ気持にならない。

怖 しい飢えが彼をまち うける。

お前の心臓を,塩 の血を,涙 の果実を

抉 り出せ,そ してむ さぼれ。

(役者の思い出)

この抒情詩の暗 さはBloomが 秘 かに抱 いていた内面 的怖れ にその遠 因

を もつで あろ うが,Joyceは 詩 の幻想に よって,自 虐 的な 心 理葛藤を 描

き,「 駅前通 り」("Bahnhofstrasse',)の 詩 が 表現 した 「陽 気な青春は
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ジェイムズ ・ジョイスの 「tウ ムズ ・ベニイーチ」について

再 び戻 らぬ 」(``Highheartedyouthcomesnotagain")と い う心 情を描

いたのであ る。 「針船」の詩 には ユーモラスの気分が詩 の中核 にあ ったの

であ るが,そ の気分を 「役 者の思い 出」,「 海 潮」,「 駅前通 り」,に 見

出す ことは不 可能 とな った。
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